
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４種漁港である三浦漁港は、地元漁船の係留のほか、他県船の避難、休憩等停泊

地としても利用されており、水産業の発展のために重要な漁港となっております。 

 また、神津島港の補完港として定期船が接岸する特定目的岸壁の設置、(1)防波堤、

新泊地の完成など、計画的に漁港整備が進められています。 

 この津波避難誘導施設は、沖側の新泊地や(2)防波堤にいる人を、津波到達までに高

いところまで避難できるように整備しているものです。 

 平成３２年３月の完成を目指し、工事を進めています。 

 

港湾・空港へのご意見・ご要望等は下記まで 

◆大島支庁神津島港湾空港管理事務所    ＴＥＬ：０４９９２－８－１３１１ ＦＡＸ：８－１３１３ 

◆大島支庁神津島出張所港湾空港工事担当  ＴＥＬ：０４９９２－８－０３１１ ＦＡＸ：８－０３１３ 

三浦漁港全景 

施工状況 

ケーソン据付箇所 

都道を通って 

高いところへ避難 

避難施設を通って高いところへ避難 

 山の斜面を、バックホーを吊り下

げながら、掘削しています。 

 今年度は、掘削した後に法枠と呼

ばれる、モルタルの枠を設置する予

定です。 

発行：平成３０年３月 

どの訓練においても、関係機関

の方々に協力いただき、万が一の

事態に各機関が連携して、確実・

迅速に対応できるよう、役割分担

の確認を行っています。 

 神津島空港では、今後もこうし

た訓練を積み重ねることにより、

緊急事態への対応能力を高めてい

きたいと考えています。 

ハイジャック・不法侵入事案対応訓練（平成３０年２月） 

消火救難訓練（平成２９年９月） 

 神津島空港では、「消火救難訓練」「不法侵入事案対応訓練」「ハイジャック対応

訓練」を、空港保安管理規程に基づきそれぞれ年１回ずつ実施しています。 

空港の安心・安全の確保に向け、関係者が連携して適切に対応できるよう、緊急

時に備えた訓練を定期的に実施しています。 

ソン据付箇所 

 

ケー ソ

ン据付箇所 

消火完了後、負傷した乗客を救助 
現場の情報統括職員から医師へ情報提供し、 

救急搬送へ 

空港管理事務所から各関係機関に、確実に連絡通報を実施 


